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『
改
造
社
印
税
率

の
記
録
』
の
概
要
と
そ
の
意
義

黒

田
俊
太
郎

 
近

代

の
出
版

文
化
を

考
察

す

る
上

で
、

著
作

物

に
対
す

る
印
税

、

す
な

わ
ち
そ

の
著
作
物

の
著

作
権

を
保
有

す

る
著
作

権
者

が
出

版
社

か
ら
受

領

す

る
著
作
権

使

用
料

を

知

る
と

い
う

こ
と
は
、

あ

る
時

代

状
況
下

に
お
け

る
著

作
物

の
売

れ
行

き

(見

込

み
)
と

の
相
対

的
な

問
題

に
接
近

す

る

ひ

と

つ
の
方
途

で
あ
る

と

い
う

意
味

で
、

あ

る

い
は
著

作

(権
)
者

と
出

版

社

と

の
人
間
関
係

を
も

表
象

す

る
よ
う

な
事
項

で
あ

る

と

い
う
意

味

で
決

定

的

に
重

要

で
あ
る
。

 

だ
が

、

こ
の
印
税

(率
)

に

つ
い
て
は
、

浅
岡
邦

雄
氏

が

「籾

山
書

店

と
作
家

の
印
税

領
収
書

お
よ
び
契

約
書

」

で
翻
刻
紹

介

し
た

よ
う
な

、
俳

書

堂

・
籾
山
書

店

に
よ

る
出

版

物

に
関

す

る

「
印

税

領
収

書

」
「
原

稿

領

収

書
」

「
出
版

に
関

す

る
契

約
書

」

(『
明

治
文

藝
家

原

稿

料
請

取

書

』
国

立
国
会

図
書
館

蔵
)

と

い

っ
た
例

外
を

除

い

て
、
出

版
社

側

の
内
部
資

料

が
公

に
さ
れ
た

こ
と

は
殆

ど
な

か

っ
た

。

そ
し

て
、

そ

の
よ
う

な
事
情

ゆ

え

に
、

印
税

(率
)

に

つ
い
て
は
、
著

作

(権

)
者

や
出

版
関
係

者

な
ど

に
よ

る
回
想

と

い

っ
た
、
曖

昧

で

か

つ
僅

か
な
情
報

に
依

拠

す
る
し

か
な

か

っ
た
。
殊

に
、
昭

和

期

の
印

税

(率

)

に
関

す

る
出

版

社

側

の
記

録

が
、

ま
と

ま

っ
た
形

で
公
開

さ
れ
た

こ
と

は

こ
れ
ま

で

に

一
度

も
な

い
。

 

本
稿

は
、

そ

の
よ
う
な

昭
和

期

の
印

税
率

に
関

す

る
出
版

社
側

の
内
部

資
料

が

発
見

さ
れ
た

こ

と

に
伴

い
、

そ

れ
ら
を
紹

介
す

る

こ
と

を
目
的

と

す

る
。

す
な

わ
ち
、

大
正

・
昭

和

と

い
う

二
〇

世
紀
前

半

に

お

い
て
最
も

有

力

な
出

版

社

の
ひ

と

つ
で
あ

っ
た

改
造

社

が
、

昭

和

=

二

(
一
九

三

八
)
年

か
ら
昭

和

一
九

(
一
九

四

四
)
年

の
自

発
的
廃

業

に
至

る
ま

で
記

録

し
続

け

た

「
印
税

率

の
記

録
」

(以

下
、

『
改
造

社

印
税

率

の
記

録

』
)

を

、
翻
刻

紹
介

す

る

こ
と
を
中

心
的

な
目

的

と
す

る
。

そ

こ

で
ま
ず

、
当

該

資
料

の
概
要

を

示
し
、

次

に
、
何

人

か

の
文

学
者

の
個
別

の
印
税
率

に

注

目

し
な
が

ら
、

そ

の
動

向

を
分
析

し
、

当
該

資
料

の
意
義

に
触

れ
て

み

た

い
。

 

な

お
、

『改

造

社
印

税
率

の
記

録
』

の
翻

刻

は
、

m
頁

よ

り
、

躍
頁

ま

で

に
掲

載

し
た
。

一 

資
料
概
要

 

『改
造

社

印

税
率

の
記

録
』

は
、

平
成

一
六

(
二
〇
〇

四
)
年

に
、
改

造

社
初

代
社

主

・
山
本
実

彦
氏

の
ご

遺
族

よ

り
慶
應

義

塾

図
書

館

に
寄
贈

さ
れ

た
、
膨

大
な
資

料
態

の
な

か
の

ひ
と

つ
で
あ

る
。

こ
の
資
料

態

は
、

書

籍

・
雑
誌

の
他

、
営

業

・
経
営

・
出

版
関
係

資
料

、
紙

型
、

手
紙

、

原

稿
類

な
ど
、

内
容

に
お

い
て
は
多

岐

に
亘

る
が
、
年

代
的

に
は
制

限
が

あ
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る

と

い
え

る
。
す

な
わ

ち
、
雑

誌

『
改
造

』

の
創
刊

号
が

発
行

さ
れ

た
大

正

八

(
一
九

一
九
)

年

の
改
造

社
発

足
当

時

か
ら
昭

和

一
〇
年
代

初
頭

ま

で

の
資
料

は
、
寄

贈

さ
れ
た
資

料
態

に
は
殆

ど
全

く
含

ま
れ

な

い
。

そ

の

第

一
の
理
由

と

し
て
は

、
大

正

一
二

(
一
九

二
三

)
年
九

月

一
日

の
関

東

大
震

災
が
挙

げ

ら
れ

る
で
あ

ろ
う

が
、

こ

の
震

災

で
改
造

社

は
、
そ

の
社

屋

と
印
刷
機

、

八
〇
万

冊

の
書

籍

を
失

っ
た

と

い

い
、

こ

の
段

階

で
そ
れ

以
前

の
資
料

も
焼
失

し

た
と

思
わ

れ
る
。

震
災

後

か
ら
昭

和

一
〇

年
代

初

頭

ま

で
の
資

料

が
存

在

し
な

い
理
由

は

不
明
だ

が
、

纏

ま

っ
た
形

で
存

在

し
な

い
と

い
う
事
実

か
ら

は
、
昭
和

一
〇
年
代

初
頭

以
後

と
以
前

と

で
は

資
料

の
保
管

場

所
が
異

な

っ
て

い
た

(
よ
り
具

体
的

に
は
、
昭
和

【
○

年

代
初

頭
以
後

の
資
料

は

山
本
実

彦

が
保
管

し

て

い
た
)

こ
と
が
推

測

さ
れ

る
。
 

そ
し

て
、

『改

造

社
印

税
率

の
記

録
』

も
ま

た

同
様

に
、

改
造

社

が

創

刊

二
〇
周
年

を
迎

え
た

昭
和

一
三
年

の
二
月
期

分

か
ら

し
か
存

在
し

な

い

が
、
そ

も
そ
も
出

版

し
た
書

籍

の
印
税
率

を
体

系

的

に
記

録

・
保
存

し

て

い

こ
う

と

い
う

発
想
自

体

が

こ
の
頃
生

じ

た

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ら

れ

る
。
と

い
う

の
も
、
昭

和

一
三
年

二
月

期
分

の
記

録

は
、

後
述

す

る
よ
う

な
書
式

の

「
記
録

用
紙

」

に
記
述

さ
れ

て

い
る

の
で
は

な

く
、

「
M

E

M

O
」

と
印

字
さ

れ
た
用

紙

に
書
名

と
印

税
率

だ
け

を
記

し
た

も

の
が

、
翌

月

の
昭
和

=

二
年

三
月

期
分

か
ら

昭
和

一
九
年

七

月

の
自

発
的
廃

業
直

前

の
五
月
期

分
ま

で

一
貫

し

て
使
用

さ

れ
る

「記

録

用
紙
」

の
上

に
貼

り
付

け
ら

れ
て

い
る
だ
け

で
あ

る
か

ら

で
、

す

な
わ

ち
、

そ
れ
以
前

に
お

い
て

印

税
率

に
関

す

る
記
録

は
、

文
字

通
り

メ

モ
程

度

に
記
録

さ

れ
た

に
過
ぎ

ず

、
保
管

に
値

す

る
物

で
あ
る

と

の
認

識

が
持

た
れ

て

い
な

か

っ
た
可
能

性
が
あ

る
。

 
昭
和

=
二
年

三
月
期

分

か
ら
使

用

さ
れ
始

め

た

「
記
録

用
紙

」

は
、
縦

一
五

・
○

セ

ン
チ
、
横

二

二

・
八

セ

ン
チ

(本

欄

は
縦

一

一

・
六

セ

ン

チ
、

横

一
九

・
三

セ

ン
チ

)
、
薄

手

の
藁

半
紙

に
謄
写

版

印

刷

で
、

縦

に

「書

名
」

「
著

者
名

」

「定

価

」
「
印

税
率

」

の
各

欄

が
設

け

ら

れ

て

い
る

が
、

「
定

価
」

の
欄

に
は
、
単

位

を

円
と

銭

と

に
分
割

す

る
線

が

さ
ら

に

一
本

引

か
れ

て

い
る
。
欄
外

右

下

に
は
同

じ
く
謄

写
版

印
刷

で
縦

に

(昭

和
十

 
年

 
月
期

分

)
と
あ

り
、

年
月

を
記

入

す
る
場

所
が

設
け

ら
れ

て

い
る
が
、

こ
こ

に
記

入
さ

れ

る
年

月

は
、

同
紙

に
記
録

さ
れ

て

い
る
書
籍

の
発
行
年

月

と
は
厳
密

に
対

応

し

て
は

い
な

い
。

欄
外

上
部

に
は
二
箇

所

の
穴

が

さ
ん
孔
機

(パ

ン
チ

ャ
ー
)

で
空

け
ら

れ
て

い
る
。

 

こ

の
記
録

用

紙

一
枚

で

一
五

冊

分

の
記
録

を

記

入

す

る
容

量

が

あ

る

が

、
昭
和

一
四
年

六

月

に

一
五

冊
を
超

え

る
以
前

に
お

い
て
は
、

毎
月

一

〇

冊
を
超

え
な

い
水

準

で
推

移

し

て

い
る
こ

と
か
ら
、

当
初

の
思

惑

で
は

月

に

一
五
冊

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
と
考

え
ら

れ

て

い
た

と
思

わ
れ

る
。

む
ろ

ん
、

一
五
冊

を
超

え
れ
ば

二
枚

目

に
記
入

す
れ
ば

よ

い
の
だ
が
、

逆

に
自
発

的
廃
業

間
近

(昭

和

一
八
年

七
月

以
降

)

に
な
る

と
、

一
枚

に

二

ヶ
月

分

・
三

ヶ
月

分

が

同

時

に
記

入

さ

れ

る

と

い
う

事

態

も

生

じ

て

(3
)

い
る
。

 

い
ず

れ

に
せ
よ
、

昭
和

=
二
年

二
月

か
ら
昭

和

一
九
年

七
月

ま

で
の
六

年

四

ヶ
月
間
分

の
記

録
、
計

七

一
枚

が
、

一
枚

の
ボ

ー

ル
紙

の
後

表
紙

を

下

敷

き

に
し

て
、
年

代

の
古

い
も

の
か

ら
新

し

い
も

の

へ
と
順

に
重

ね
ら

れ
、
欄

外
上

部

の
二
箇
所

の
穴

に
通

さ

れ
た

一
本

の
黒

い
綴

紐

で
綴

じ
ら

れ
て

い
る
。

こ

の

『
改
造

社
印

税
率

の
記

録
』

に
は
、

前
表

紙

や
外
題

は

な

い
。

 

当
該

資
料

の
特

徴
を

も
う
少

し
述

べ
て

お
く
と
、

記
録

に
は
黒
、

も

し
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く

は
青

の
イ

ン
ク

の

ペ
ン
書

き
が
大

半

を
占

め

る
が
、

時

に
鉛
筆

や
赤

・

青
鉛

筆

が
使

用
さ

れ
る
。

こ

の
記
録

に
は
会
計

課

の
職

員

が
当

た

っ
た
と

思

わ

れ
る
が
、

そ

の
筆
跡

に
は
明

ら

か
に
異

な
る
複
数

の
種

類

が
あ

る
。

た

だ

し
、

同

じ

く
筆

跡

か

ら
判

断

す

る

に
、

主

要

な
記

録

係

は

三

名

お

り
、
昭

和

=
二
年

二
月
期

分

か
ら
昭
和

一
四
年

二
月

期
分

ま

で
、

昭
和

一

四
年

三

月
期
分

か
ら
昭
和

一
八
年

四
月
期

分

ま
で
、

昭
和

一
八
年

五
月

期

分

か
ら

昭
和

一
九
年

七
月

期
分

ま
で
、

と

い
う

大

き
く
分

け

て
三

つ
の
期

間

に
そ

れ

ぞ

れ
従

事

し

て

い
る
。

印
税

率

の
欄

に

は
、
常

時

で
は

な

い

が

、

「山

本

」

の
確

認

印

が
押
捺

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
確

認

印

に
は
、

当

初

か
ら

二
種
類

の
も

の
が

不
規
則

的

に
使

用

さ
れ

て

い
る
が
、

し
ば

し
ば

山

本
実

彦

の
直

筆

と
思

わ
れ

る
署
名
が

行
わ

れ
る

こ
と
も

あ

る
。

 

ま

た
、

昭
和

一
六
年

一
月

か

ら
同

年

五
月

ま

で

の
短

期

間

で
は

あ

る

が

、
著

者

名

と
定

価

の
欄

の
問

に
、
押

捺

者

の
頭

文
字

と
推

測

さ

れ

る

「
春
」

(あ

る

い
は

「
す

」
)

の
確

認
印

が
押
捺

さ

れ

て

い
る
が

、
誰

の
印

か
、
何

の
確

認

の
た

め
の
押
捺

か
と

い

っ
た

こ
と

は
不
明

で
あ

る
。

 

そ

の
他

に
特

質

す

べ
き
点

と
し

て
は
、
昭
和

一
四
年
六

月
期

分

か
ら
、

印

税
率

以

外

に
単

行
本

の

「
装
偵

者
名

」

「装

偵
料

」

の
記

録

が
開

始

さ

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

表
記

の
方
法

は

ま
ち
ま

ち
だ
が

、
概

ね
、

そ

の

月

の
単

行
本

の
印
税

率

の
記
録

が
終

わ
る

と
、

続

け

て
行

を
空

け
ず

に
、

「
著
者

名
」

「
定
価

」

の
欄
を

即
席

の

「
装
偵

者
名

」

「装

槙
料

」

の
欄

と

し

て
、

記

入
さ

れ
る

(
「書

名
」

欄

に
は
書
名

が
記

入

さ
れ
る

)
。
時

に
、

単

行
本

の
印

税
率

の
記
録

の
直

後

の

「
書
名

」
欄

に

「右

装
偵

」

と
記
載

さ

れ
、
そ

の
下

に

「
装
偵

者
名

」

「装

偵
料

」

を
記
録

す

る
と

い
う

よ
う

に
、

あ

る
単
行

本

の
印

税
率

と

「装

偵

者
名

」

「装

偵

料
」

と

が

ひ

と

つ

の

ユ
ニ

ッ
ト
を
形

成

し
て

い
る
場
合

も
あ

る
。

い
ず

れ
に
し

て
も
、

文
庫

本

の
印
税

率

の
記

録

の
後

に

「
装
傾

者

名
」

「
装

偵
料

」

の
記

録

が
記

載

さ
れ

る

こ
と
は
な

く
、
す

な
わ

ち
、
あ

る
単

行
本

の
印

税
率

と

「
装

偵
者

名

」

「装

傾

料
」

と

を
、
文
庫

本

の
印

税
率

の
記

録

に
よ

っ
て

分
断

さ

せ

な

い
よ
う
な

配
慮

が
な

さ
れ

て

い
た

と

い
え
る
。

 

装

偵
料

は
、

「
ナ

シ
」

と

い
う
場
合

を

除

け
ば

、
昭

和

一
四
年

九

月
期

分

に
記
載

の
あ

る
柴

田
賢
次

郎

『
火
線

』

の
装
偵

者

・
柿
谷

葦

王
子

な

る

人
物

の

二
五
円

が
最

も
安

く
、

昭
和

一
六
年

八
月

期
分

に
記

載

の
あ

る
森

田
草

平

『豊

臣
秀
吉

』

の
装

偵
者

・
前

田
青

邨

の
五
〇

〇

円
が

最
も

高

い

が
、

七
〇

円
程
度

が
平
均

的
な

金
額

で
あ

っ
た

ら
し

い
。
装

禎

者

と
し

て

は
、
先

の
前

田
青
邨

の
よ
う
な

日
本
画

家

は
珍

し
く
、

多

く

は
佐
野

繁
次

郎

・
中

川

一
政

・
小
杉
放
庵

・
岡
鹿

之
助

・
藤

田
嗣
治

な

ど

の
洋
画

家

が

名

を
連

ね

て

い
る
。

 

な

か

で
も
佐

野
繁

次
郎

二

九
〇

〇
～

一
九

八
七
)

は
、

累

計

七
回

と

最
も

多
く
当

該
資

料

に
記
載
が

あ

り
、

こ

の
時

期

の
改

造

社

の
装
偵

に
大

き

く
関

与

し

て

い
た

と

い
え

る
。
佐

野

は

周
知

の
よ

う

に
、
横

光
利

】

『機

械
』

(白
水

社

、
昭
和

六

)

の
装

偵

を
手

が

け

た

こ

と
を

契

機

に
、

書

物

の
装
偵

や
挿
絵

の
描

き
手

と
し

て
人
気

を
博

し
、

横

光

の

一
連

の
著

作

の
多
く

の
装
頗

を
手

が
け

る

こ
と
と

な
る
が

、
改
造

社

か

ら
出

版

さ
れ

た

『
旅
愁

』

(第

一
・
二

・
三
篇
)

も

や

は

り
佐

野

の
手

に
な

る
。

当

該

資
料

の
範

囲
内

に

お
け
る
佐

野

の
初

出

は
、
昭

和

一
四
年

一
二
月

期
分

の

『新

日
本
文

学
全

集
』

の
装
偵

者

と
し

て
で
、

佐
野

は
三

〇
〇

円

の
装

禎

料

を
受
領

し

て

い
る
。

た
だ

し
、

こ

の

『
新

日
本
文

学
全

集
』

の
装
偵

が

大

き
な
仕
事

で
あ

っ
た
こ

と
は
、

そ

の
後

の
佐

野

の
単
行

本

一
冊

の
装

偵

料

が
、

四
冊
連

続
し

て
七
〇

円

で
あ

る
こ
と

か
ら
推

測

で
き

る
。

単
行

本

一
冊

の
装
偵

料

が

一
〇
〇

円

に
引

き

上
げ

ら

れ
る

の
は

『
旅

愁
』

(第

三

一107一



篇

)

の
時

で
、

昭
和

一
九
年

二
月
期

分

に
記

載

の
あ

る
丹
羽
文

雄

の

『
現

代
史

』

の
際

に
は
、

=

二
〇
円

ま

で
引

き
上

げ

ら
れ

る
こ
と

に
な

る
。

 

佐
野

に
次

い
で
多

く
、

当
該

資
料

に
四
回

の
記
載
が

あ

る

の
は
中

川

一

政

(
一
八
九

三
～

一
九

九

一
)

で

あ

る
。

中

川

の
こ

の
四

回

は
、

『花

と

兵

隊
』

『
兵
隊

に

つ

い
て
』

『美

し

き

地

図
』

『
幻

燈
部

屋
』

と
、

い
ず

れ

も

火

野
葦

平

の
著

作

の
装

槙

に

つ
い
て

で
あ

る
。

た

だ

し
、
単

行

本

の

「
装
頓

者
名

」

「装

偵

料
」

の
記
録

が
開

始

さ

れ

る
昭
和

一
四
年

六
月

期

以

前

に
出

版

さ
れ

て

い
た
、

い
わ

ゆ
る

〈
兵
隊

三
部
作

〉

(
『麦

と
兵

隊
』

『
土
と
兵

隊
』

『
花

と
兵
隊

』
)

の
前

二
作

の
装
偵

も
、

当
然

の

こ
と
な
が

ら

中
川

の
手

に
な

る
の

で
、
実

数

と
し

て
は
佐

野

の
手

が
け

た
冊
数

の
近

似

値

に
達

し

て

い
た

と

い
え

る
。
装

偵
料

に
関

し

て
は
、

『花

と
兵

隊
』

の
際

に

「
前

回
通

一
〇
〇

」

と
あ
り

、

そ

の
後

も

一
〇

〇
円

を
上

回
る

こ

と
な
く

一
貫

し

て
い
る
。

二
 
印

税

率

 

当
該
資

料

が
網
羅

し

て

い
る
六
年

余

の
期
間

に
お

い
て
、

単
行
本

の
印

税

率

に

つ
い
て
は
、

全
体

的

な
上
昇

、
あ

る

い
は
下
降

と

い

っ
た

現
象

は

確

認

で
き
な

い
。
す

な

わ
ち
、

平
均

し

て

一
割

と

い
う

印
税
率

が
持

続
的

に
設
定

さ
れ

て

い
る
。

た
だ

し
、
文

庫
本

に
関

し

て
は
、
当
初

ほ

ぼ

一
律

八
分

で
推

移

す
る
が

、
次

第

に

一
割

の
も

の
が
増

え
だ

し
、

昭
和

一
六
年

度

中
盤

以
降

は
、

ほ
ぼ

一
律

一
割

の
印
税
率

が
設
定

さ
れ

る
よ
う

な
、

若

干

の
上
昇

傾
向

に
あ

る

こ
と

が
わ

か
る
。

 

最
低

の
印

税
率

は
、
昭

和

一
四
年

三
月

期

分

に
記
載

が

あ

る
、

『
世

界

大
衆
文

学
名
作

選
輯

第

一
巻
 

ア

ン
ク

ル

・
ト

ム
ス

・
ケ
ビ

ン
』

の
和

気

津
次

郎

の
翻
訳

に
対

す

る
六
分

で
あ

る
。
窪

田
空
穂

『短

歌

作

法
』

(昭

和

一
三

・

一
一
期

分
)

と
萩
原

井
泉

水
校

訂

『
お
ら
が
春

・
一
茶

文
集

』

(改
造

文
庫
、

昭
和

一
四

・
二
期
分

)

と

の
二
冊

が
七
分

と
、
次

に
低

い

印

税
率

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
三

冊
を
除

い
て
、

八
分
を
下

回

っ
た

も

の

は
な

い
。

す
な

わ
ち
、

単
行
本

・
文

庫
本

の
如
何

を
問

わ
ず

、

八
分

と

い

う

の
が

事
実

上

の
最
低

ラ
イ

ン

で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

 

逆

に
、

最

高

の

印

税

率

は
、

土

居

光

知

『
日

本

語

の

姿
』

(昭

和

一

八

・
六
期
分

)

に
対

す
る

二
割

で
あ

る
。

土
居

は
当
時

、
東

北
帝

国
大

学

法
文
学

部

西
洋
文

学
第

一
講
座

の
教
授

で
あ

り
、
す

で

に

『
文

学
序
説

』

(岩
波

書
店

、
大

正

一

一
)

に
よ

っ
て
全

国
的

に
知

ら
れ

た
英
文

学
者

で

あ

っ
た
が
、

二
割

と

い
う
印
税

率

は
、
次

に
高

い
印
税
率

で
あ

る

一
割

五

分

を
大

き

く
上

回

っ
て
お
り

、
突
出

し

て

い
る
。
改
造

社

は
そ

の
発

足
当

初

、
中

央

公
論
社

が
大

学
教

授
な

ど

の
学
者

に
対
し

て
は
文

学
者

と

同
等

か
そ

れ
以

下

の
原

稿
料

し

か
支
払

わ
な

か

っ
た

の
に
対
し
、

文

学
者

の
倍

近
く

の
原
稿

料

を
支
払

う

こ
と
も

あ

っ
た
と

い
い
、

も
ち

ろ
ん

発
足
当

初

と
昭
和

一
八
年

と

の
時

間
的

開

き
や
、

原
稿
料

と
印

税
率

と

い
う
質

的
な

差
異

を
踏

ま
え

れ
ば

一
概

に
は
比

較
出

来
な

い
が
、

学
者

で
あ

る
土

居

の

印
税
率

が

高

い

の
も

頷
け

る
。

と
は

い
え
、

学
者

の
中

で
な
ぜ

土
居

だ

け

が

こ

の
よ

う

に
突

出

し

て

い
た

か

に

つ
い
て
は
不
明

で
あ

る
。

 

さ

て
、

次

に
何

人

か

の
文

学
者

の
印

税

率

の
推

移

を
観

察

す

る

こ

と

で
、

印
税
率

を

決
定

す

る
際

の
改

造
社

の
方

針
を
浮

上

さ
せ

て
み

た

い
。

 

先

に
二
番
目

に
低

い
印
税

率

を
記
録

し

た
と
し

て
言
及

し

た
窪

田
空
穂

『短

歌

作

法

』
だ

が
、
空

穂

の
自

選

歌

集

『
改

版

槻

の
木

』

(改

造

文

庫

、

昭
和

一
六

・
九

期
分

)

の
印

税
率

は
、

一
割

と

こ
の
時

期

の
平

均
的

な
数

字

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
昭

和

一
四
年

一
〇
月

期
分

か
ら
断

続
的

に
記

載

の
あ

る
、

空

穂

に
よ

る
現

代
語

訳

『源

氏
物

語

』

(改

造

文
庫

、

一
巻

   1:



～

八
巻
)

の
印

税
率

は
、

改
造
文

庫

と
し

て
は
珍

し

い

一
割

二
分

と

い
う

高

い
数
字

を
記

録

し

て
い
る
。

す
な

わ
ち
、

同

一
の
文
学

者

で
あ

っ
て
も

印
税

率

は
固
定

的

な
わ
け

で

は
な
く
、

個

々
の
出
版

物

の
売

れ
行

き
見

込

み
が
改
造

社

に
よ

っ
て
査

定

さ
れ
、

そ

の
査

定
結

果

に
呼

応

し
て
印
税

率

が
流

動
的

に
決

定

さ
れ

て

い
た

の

で
は
な

い
か

と

い
う

こ
と
が

見
え

て
く

る
。
同
様

の
流

動
性

が
明

確

に
観

察

で
き

る
文
学
者

と

し
て

は
他

に
高

濱

虚

子

が

お
り

、
虚

子

の

『
俳

譜

師

績

俳

譜

師

』

(改

造

文

庫

、
昭

和

一

四

・
六
期

分

)

の
印

税
率

は

八
分
と

こ

の
時

期

の
平

均
的

な
数
字

で
あ

る

が

、

『
ホ

ト

ト
ギ

ス
雑

詠

選

 
春

之

部
』

(昭

和

=

二
・
八

期

分
)

か
ら

『
ホ

ト
ト
ギ

ス
雑
詠

選
 

冬

之
部

』

(昭

和

一
八

・
六
期

分
)

に

い
た

る

シ
リ

ー
ズ

の
印

税
率

は
、

一
割

五
分

と
全
体

で
も

二
番

目

に
高

い
数
字

で

あ

る
。

も
ち

ろ
ん
、

こ
れ
ほ
ど

ま

で
高

低
差

の
顕
著

な
文

学
者

は

こ
の

二

人

以
外

に
は

い
な

い
が
、

す

で

に
著
名

で
評

価

の
定

ま

っ
た
文

学
者

で
あ

っ
て
も

、
む

し

ろ
そ
れ

ゆ
え

に

シ
ビ

ア
な
査

定
が
行

わ

れ

て

い
た

こ
と
が

伺

え

る
。

 

た
だ

し
、

火
野
葦

平

や
石
坂

洋
次
郎

と

い

っ
た
、
新
進

の
文

学
者

の
印

税

率

の
推
移

を
見

て

い
く

と
、
様

相

は
や

や
異

な
る
。

火
野

は
同
人

雑
誌

『
九
州

文
学

』

の

「
糞
尿

讃
」

で
芥

川
賞

を
受
賞

し
た

も

の
の
、
応

召

さ

れ

て
戦

地

に

い
た

た
め
、

そ

の
授
賞
式

が
戦

地

で
行
わ

れ
た

こ
と
な

ど

か

ら
、

す

で
に
少

な

か
ら

ぬ
注
目

を
集

め

て

い
た

と

い
う

が
、
実

質
的

な
デ

ビ

ュ
ー

は

『改

造
』

(昭
和

一
三
年

八
月
号

)

に
掲
載

さ
れ

た

「麦

と
兵

隊

」

で
あ

っ
た
。

こ

の

「
麦

と
兵
隊

」

は
、

同
年

九
月

に
改

造
社

か
ら

同

名

の
単

行
本

と

し
て
刊
行

さ

れ
、

そ

の
発
行

部
数

は

一
二
〇

万
部

に
達

し

た
と

い
わ

れ
て

い
る
が
、

そ

の
印
税

率

は
、

単
行

本

と
し

て
は
事
実

上

の

最

低

ラ
イ

ン
で
あ

る

八
分

で
あ

っ
た
。

と
は

い
え
、

こ

の

『
麦

と
兵

隊

』

(定

価

一
円

)

に
よ

っ
て
、
火

野

に
は
単
純

計
算

で
九

万
六

千

円
も

の
印

税

が
入

っ
た

こ
と

に
な

る
。

 

火
野

は

そ
れ
以
後

も

、

『土

と
兵
隊

』

(
昭
和

=

二
・
一

一
期
分

)
・
『
海

南

島

記

』

(
昭
和

一
四

・
五
期

分

)
・
『
花

と

兵

隊
』

(昭

和

一
四

・
八

期

分

)

を
改
造

社

か
ら
刊

行

し

て

い
る
が
、

『
改
造

社

印
税

率

の
記

録
』

に

お

い
て
そ

れ
ら

の
印
税
率

の
欄

は

な
ぜ

か
空
白

な
ど

に
な

っ
て
お
り

、
そ

の
詳

細

は

不

明

で
あ

る
。

そ

れ

が
、

『
河
童

昇

天
』

(
昭
和

一
五

・
四
期

分

)

以
降
、

『
兵
隊

に

つ
い
て
』

(昭

和

一
五

・
一
二
期

分
)
・
『美

し

き
地

図

』

(昭
和

一
六

・
八
期

分

)
・
『幻

灯

部

屋
』

(昭

和

一
七

・
四
期

分

)
・

『
兵

隊

の
地

図
』

(昭
和

一
七

・
九

期

分
)

と
、

た

て
続

け

に

一
割

二
分

と

い
う
高

い
印
税
率

を

記
録

し

て

い
く
。

こ

れ
ら

の
こ
と

か
ら

は
、

第

一

に
、

『
土

と
兵

隊
』

『
海
南

島

記
』

『
花

と
兵

隊
』

の

三
作

の
印

税

率

は
、

『
麦

と
兵
隊

』

の
印
税

率

八
分

か
ら

『河

童
昇

天
』

以
後

の
印
税

率

一
割

二
分

へ
と
引

き
上
げ

ら
れ

る
ま

で
の
過
渡

的
時
期

に
あ

っ
て
、

一
割

程
度

で
あ

っ
た

こ
と
が

推
測

で

き
る
。

あ

る

い
は

そ

の
よ

う
な
印

税
率

の
引

き

上
げ

が
、

そ

の
時

期

に
実
際

に
は
行

わ

れ

て
い
な

か

っ
た

と
し

て
も

、
印

税

率
引

き

上
げ

に
関

す
る
交

渉
が

、
火

野
と
改

造
社

と

の
間

に
生
じ

て

い

た

と
思
わ

れ
る
。

 

ま
た
、

『
河
童

昇

天
』

以
降

の
五
作

の
印

税
率

が

、

い
ず

れ

も

一
割

二

分

で
あ

る
こ
と

か
ら

は
、
火

野

の
著

作

に
対

し

て
、

先
述

し
た

よ
う

な
厳

密

な
査
定

は
行

わ
れ

て

い
な

か

っ
た

こ
と
が
推

測

さ
れ

る
。

す

な

わ
ち
、

刊
行

時
期

が
ほ

ぼ
同

じ

で
も
、
自

身

の
著

作

の
印
税
率

に
極

端

な
落

差

の

あ

っ
た
空
穂

・
虚

子

ら

の
歩

合
制

と

は
異
な

り
、
火

野

は
、

自

身

の
作

品

が

一
定

の
部
数

ま

で
は
確
実

に
売

れ

る
と

の
信
頼

を
改
造
社

側

か
ら
獲
得

し

た

こ
と
で
、

印
税
率

を
高

い
水

準

で
固
定

的

に
設

定

さ
せ

る
よ

う
な
内
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容

の
契
約

を
交

わ
す

こ

と
が
出

来

た

の
だ

と

思

わ
れ

る
。
逆

に
、

「
売

れ

る
」
火

野
作

品
を

、
虚

子

の

『
ホ
ト
ト
ギ

ス
雑

詠

選
』

シ
リ

ー
ズ

に
対

す

る
よ

う
破
格

の
印

税

を
払

わ
ず

に
安
定

的

に
入
手

し
、

火
野

を
囲

い
込
め

る

と

い
う
改

造
社

側

の
メ
リ

ッ
ト
も

あ

っ
た

で
あ

ろ
う
。

事
実

、

『麦

と

兵
隊
』

刊
行

か
ら
改
造

社
が

自
発

的
廃

業

に
至

る
ま

で
の
時
期

に
、
火

野

の
著
作

(単

行
本

)

は

二
〇

冊
刊

行

さ
れ

て

い
る
が
、
実

に
そ

の
半
数

近

い
九

冊
が

改
造
社

か
ら
刊
行

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

 

火

野
と
同

様

に
、
あ

る

い
は

し
ば

し

ば

そ
れ
以

上

の
待

遇

で
改
造
社

と

契

約

を
交

わ
し

た

の
が
石
坂

洋
次
郎

で
あ

る
。

『改

造
社

印
税
率

の
記

録
』

は
、

ベ
ス
ト

セ
ラ

ー

に
な

っ
た
と

い
う

『
若

い
人

』

(改

造

社
、
前

篇

・

昭
和

一
二

・
二
、

続
篇

・
昭

和

一
二

・
一
二
)

の
印
税
率

に

つ
い
て
は
期

間
外

で
記
録

は

な

い
が
、

改
訂

普

及
版

『若

い
人
』

(昭

和

一
四

・

一
期

分
)
・
改
訂
普

及

版

『続

若

い
人
』

(昭

和

一
四

・
二
期

分
)
・
『
何
処

へ
』

(昭

和

一
六

・
四
期

分
)
・
『
小

さ
な
独

裁
者

』

(昭
和

一
六

・
一

一
期

分
)

の
四
作

に
関

す

る
記

録

が
あ

る
。

石
坂

の
印

税
率

の
有

り

様

が
、

『改

造

社
印
税

率

の
記
録

』
全

体

で
見

て
も
特

異

な

の
は
、
例

え
ば

改
訂
普

及
版

『若

い
人
』

の
印
税

率

が
、

「
五

万

マ
デ

一
割

二
分

 
五

万
以

上

一
割

五

分
」

と
な

っ
て

い
る

よ
う

に
、
増

刷
部

数

が
あ

る

}
定

の
数
値

を
超

え

る

と
、

そ

れ

に
連
動

し

て
印
税

率

も
引

き

上
げ

ら

れ
る

と

い
う

よ
う

な
、

ス

ラ

イ
ド
方
式

が
採

用

さ
れ

て

い
る

こ
と
で

あ
る
。

 

こ

の
方

式

は
、

『
小

さ
な

独
裁

者
』

を

除

い
た

三
作

品

に
採

ら

れ

て

い

る
が

、

こ
れ
を
空

穂

・
虚

子
ら

の
歩

合

制

と
同
質

の
も

の
と
す
る

こ
と

は

や

は
り
出
来

な

い
だ

ろ
う
。

確

か

に
、

こ
れ
は
歩

合
制

の
ひ
と

つ
の

バ
ー

ジ

ョ
ン
と

い
え

る
も

の
だ

が
、

そ
も

そ
も

最
初

に
設
定

さ

れ

て
い
る
印
税

率

が

一
割

二
分

と
高

い
水
準

で
あ

る
の

に
加

え
、

五

万
部

は
売

れ
る

と

い

う

こ
と
が

改
造

社

の
側

で
予
期

さ

れ
て

い
た

で
あ

ろ
う

こ
と

か
ら

も
、
例

え
ば

、
恐

ら
く

は
売

れ
な

い
と
の
査
定

が
下

さ

れ
、
最
も
低

い
水
準

の
印

税
率

を

つ
け

ら
れ

て
し

ま

っ
た
空
穂

の

『短

歌
作

法
』

の
よ

う
な

、
消

極

的

な
理
由

に
よ

る
も

の
と
は
異

質

で
あ

っ
た

と

い
え

る
。

 

こ

の
よ
う

に
、
数

名

の
文
学

者

の
も

の
だ
け

で
あ

っ
た
が

、
彼

ら

の
印

税
率

の
推

移

や
契
約

状
況

な

ど

か
ら
は
、

改
造

社

に
よ
る
印

税
率

決
定

の

際

の
方
針

や
、

改
造

社

と
各
人

と

の
関
係

性
が

浮
上

し
て
き

た
。

ま
た

、

印
税

率

そ

の
も

の
を
見

る
だ

け

で
も
、

い
か
な

る
書

き
手
が

、
あ

る

い
は

い
か
な

る
出
版

物

が
、
同

時
代

に
お

い
て
渇
迎

さ
れ

て

い
た

か
を
考

察

す

る
上

で
の
指
標

と

な
る

で
あ

ろ
う
。

 

だ
が
、

そ

う
し

た
事
柄

を

よ
り
明

確

な
形

で
提

示

す
る
た

め

に
は
、

発

行

部
数

や
実

際

に
書

き
手

が
受

け
取

っ
た
印
税

と

の
有

機
的

な
関

係
性

の

中

で
捕
捉

し
直

す

必
要
性

が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。
今
後

は
、

寄
贈

さ

れ
た

資

料
態

に
含

ま

れ
る
、

そ
う

し
た
資

料

の
翻
刻

紹
介

を
継
続

し

て
行

き
、

そ
れ

ら
と

つ
き
合

わ
せ

て

い
く

こ
と
が
課

題

と
な

る
で
あ

ろ
う
。

注(1
)

浅
岡
邦
雄

「籾
山
書
店

と
作
家

の
印
税

領
収
書
お
よ
び
契
約

書
」

(『日
本
出

 

版
資

料
』

二
〇
〇

二

・
八
)

(2
) 

松
原

一
枝

『改
造
社

と
山
本
実
彦

』

(南
方
新
社
、

二
〇
〇
〇

・
四
)

(3
) 

昭
和

「
八
年
七

・
八
月
分
、

昭
和

一
八
年
九

・
「
○
月
分
、

昭
和

「
八
年

一

 

 
二
月

・
昭
和

一
九
年

一
月
分
、

昭
和

一
九
年

一
・
二

・
三
月
分
、
昭
和

一
九
年

 

 
四

・
五
月
分
、
が
そ

れ
ぞ

れ

一
枚

の
記
録
用
紙

に
記
入
さ
れ
て

い
る
。

(4
) 

記
録

の
な

い
月

が
三
回
あ
る
。

(5
) 

記
録
用
紙

の
数
。

こ
の
数

に
、
挿
入
さ
れ
た
り
、
貼
り
付
け
ら
れ
た

り
し
た
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紙
片

は
含

ま
な
い
。

た
だ
し
、
昭
和

=
二
年

二
月
期

分
は
、
記

録
用
紙

に
二
月

 
 
期
分

と
し
て
貼
り
付

け
ら
れ
て

い
た

の
で
、

一
枚

と
数
え
た
。

(6
) 

「大
正

八
年
半

ば
ご

ろ
の
作

家

の
原

稿
料

は

『中

央
公
論
』

の
場

合
、

]
枚

 
 

一
円
乃
至

一
円
五
十
銭

、
論
文

・
読
物

の
稿
料

は

一
円
が
最
高

。
但
し
吉
野
作

 
 
造

の
論

文
稿
料
は
特

別
で

】
円
五
十
銭
。

『改
造
』

の
場
合
、

「中
央
公
論
』

に

 
 
対

す
る
稿

料
攻
勢

の
た
め
相
当
上
回

り
、
当
時

の
若
手
作
家
広
津
和
郎
、
宇
野

 
 
浩

二
、
葛
西
善
蔵

に
対
し

て

「
円

八
十
銭

を
支

払

っ
て

い
る
。
但
し

「改
造
』

 
 
は
京
都
大
学
開
拓

の
た
め
同
大
学

の
二
、
三
の
著

名
教
授

に
対
し

て
は
三
円

の

 
 
稿

料
を
支
払

っ
て

い
た
。
」

(木
佐
木
勝

『木
佐

木
日
記
ー
滝
田
樗
陰

と
そ

の
時

 
 
代
i
』
図
書
新
聞
社
、

一
九
六
五

・
】
二
)

〔7
) 

関
忠
果

・
小
林
英
三
郎

・
松
浦
総

三

・
大
悟
法
進
編
著

『雑
誌

『改
造
』

の

 
 
四
十
年
』

(光
和
堂

、

一
九
七
七

・
五
)

(8
)

他

に
同
様

の
ス
ラ
イ
ド
方
式
が
採

ら
れ
て

い
る

の
は
、
中
村
敏

「満

ソ
国
境

 
 
紛
争
史
』

(昭
和

一
四

・
八
期
分
)

の
み
で
あ
る
。

*
こ
の
研
究

は
科
学
研
究
費

補
助
金

(基

盤
研
究

(C
)、
平
成

17
1

20
年
度
、
課

題
番
号

罵
認
〔二
霧

「改
造

社
を
中

心
と
す

る
20
世
紀

口
本

の
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム
と

知
的
言
説

を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究

」V

の
補
助

を
受
け
て

い
る
。

一--1…



50(1・7×5)の 誤 りか。あるいは、装偵者割引な どがあった と考えると、岡鹿之助

 は 『鮨』を二割引で購入 していることになる。1・7×0・8×5=6・80。

*13 「印税の件

   石 坂洋次郎著

   何 処へ 最 初の壱萬一割

   以 上 ノモノハー割二、～

   ノ コ ト

  四 月十 日」 との紙片が一枚の貼 られてお り、山本実彦の確認印が二箇所 にある。

*14 「他 解説料三十円(竹 友藻風)」

*15 別 紙一枚の挿入 あり。

   「○ 海螺斎沿海州先占記

      ・装 偵料50・o-

          (装憤並 ビニ地図 ・挿絵4葉)

      ・筆 者

       間崎 日出男(稿 者注、以下住所)」

*16記 載 はないが、佐野繁次郎が装偵 を行 っている。
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萬葉紀行 加藤淘綾 70.0

(計2冊)

19.3

古道大意 山本信哉 0.5 10.0

(計1冊)

19.4

東亜経済年報 昭和十八

年版
山口高等東亜経済研究会 6.5 /0.0

萬葉集略解 森本健吉 0.9 10.0

(計2冊)

19.5 国意考 溝口駒造 0.4 10.0

(計1冊)

*1 「一万部 まで無印税 なれ ど五分 に相当額 の謝礼 を各著者 にすること」

*2 「契約書参照」

*3 「再版壱割五分 契約書参照」

*4 「一割松枝 二分周作人」

*5 「売 上ノ定価 ノ五分二相当額 ヲ支払 フ」

*6 「権 利支配人へ与 りのこと」

*7林 芙美子の著作 は、昭和一四年には改造社か ら一冊 も刊行 されていない。 『自由

花』(杉 山平助著)の 「装偵者」の欄 にその名が記載 されていることも不 自然である。

 実 際、「印税率」 の欄には 「?」 とあ り、記録者 自身の困惑の様子が伺える。

*8 別紙 一枚 の挿入あ り。

   「満 ソ国境紛争史

      出版 条件

   一 、印税 二千部マデ定価の八分、二千部以上一割

   一 、無印税 4千 部(内 拾部著者行キ)」

*9 「訳 者下位氏ヘハー割、但 し原著者へ五分(二 千部分)」

*10 「右 無印税 五〇部」の書き込みあり。

*11昭 和 一五年五月期分 と昭和一五年七月期分 との間に挿入 された二〇〇字詰 「改造

社原稿用紙」における記載を、 ここでは便宜上昭和一五年六月期分 として扱 う。ただ

 し、この記載が昭和一五年五月期分、 あるいは昭和一五年七月期分である可能性 もあ

 るだろう。

*12「 本 代 鮨 ア リ 五 冊6・80」 と あ る。『鮨』は 定 価1・7円 な の で、8・
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18・10

世界変革の大戦と海運 平井好一 3.2 10.0

戦争類型史論 酒井鏑次 4.5 10.0

装偵者 装偵料

世界変革の大戦と海運 ナシ

戦争類型史論 ナ シ

新訪 べκ桑抄

r一ク古今勇ξ■
窪田章一郎 1 10.0

源氏物語(i1ノ 窪田空穂 0.6
12.0

従 前 通 リ

ユーベルベーク大哲學史

ナ九歯紀及び現κ篇第=

巷

豊川昇 0.7 10.0

(計5冊)

18・12

國肋1講 土岐善麿 0.6 10.0

(計1冊)

19.1

バゴボ族覧書 仲原善徳 2.5 10.0

装偵者 装偵料

バゴボ族覧書 ナシ

惹志 と現識としての世界

後編第一巻
姉崎正治 1 10.0

(計2冊)

19.2

現代史 丹羽文雄 2.5 10.0

萬葉紀行 土屋文明 3.5 15.0

装偵者 装偵料

現代史 佐野繁次郎 130.0
1/14服 部

印刷支払
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(計2冊)

18.5

報道班員の手記 丹羽文雄 2.0 10.0

装偵者 装偵料

報道班員の手記 ナシ

(計1冊)

18.6

ホトトギス雑詠選集 冬

の部
高浜虚子 7.5 15.0

日本語の姿 土居光知 6.0 20.0

装領者 装偵料

ホトトギス雑詠選集 冬

の部
ナシ

日本語の姿 ナ シ

ダーウィン伝 駒井卓 0.9 10.0

(計3冊)

18.7

旧事記 溝口駒造 0.7 10.0

狂言不審駈 笹野堅 0.7 三〇〇円

ユーベルベーク大哲學史 豊川昇 1.0 10.0

(計3冊)

18・8 決死潜航十勇士 黒潮会代表村上辰雄 1.5 10.0

歌舞伎序説 守随憲治 5.5 10.0

装慎者 装偵料

決死潜航十勇士 廣原長七郎 70.0

歌舞伎序説 五十嵐精子 100.0

(計2冊)

18.9

ペルー征服 下巻 石田外茂一 1 10.0

(計1冊)
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大哲学史 豊川昇 0・6 10.0

生命の稗学 石田外茂一 0.5 10.0

入周主義と浪漫主義 羽白幸雄 0.5 10.0

(計3冊)

17・12

航空戦の技術 新谷春水 3.8 10.0

タイ ・カンボヂア ・ラオ

ス諸王国遍歴記
大岩誠 2.2 10.0

(計2冊)

18.1

朝鮮経済年報 十六 ・十

七年版
代表 渋谷恒治郎 3.5 10.0

不動産価格統制の基礎理

論
花島得二 3.8 10.0

(計2冊)

18.2

大いなる朝 吉田絃二郎 1.5 10.0

旅愁 第三篇 横光利一 2.0 12.0

栖鳳閑話 竹内逸 2.0 10.0

装偵者 装偵料

大いなる朝 :1 1

旅愁 第三篇 *16 100.0

栖鳳閑話 ナシ

(計3冊)

18.4

フィリッピン読本 奥間徳一 2.0 10.0

東印度 大江専一 4.5 10.0

装偵者 装傾料

フィリッピン読本 高尾豊 30.0

東印度 丸山氏 ナシ
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フ膿 言適葉 佐佐木信綱 0.7 10.0

未爾社会における招罪と

贋習
青山道夫 0.5 10.0

(計8冊)

17.7

支那農業経済論 中巻 天野元之助 8.0 10.0

幾れた盈 福本喜之助 0.4 10.0

意志 と現識'としτの置界

後繍 一巻
姉崎正治 0.5 10.0

本靭挿社考 宮地直一 0.7 10.0

(計4冊)

17.8

日本民俗学入門 関敬吾 2.5 10.0

伊沢爾軒 ア巻 森於兎 0・6 8.0

(計2冊)

17.9

兵隊の地図 火野葦平 1.5
12.0

未 定 ノ コ ト

白桜集 与謝野晶子 2.5 10.0

装偵者 装傾料

兵隊の地図 向井潤吉 100.0

白桜集 ナシ

=一 チエ伝 下巻 野上巌 0・6 10.0

戦争と平和 第四巻 梅田浩 1 10.0

(計4冊)

17・10

兄ゴッ示の蟹ひ出 近藤孝太郎 0・4 10.0

世界史の哲学 ピーク 岡田隆平 0.7 10.0

(計2冊)

17・11

一117一



ハ ワ イ 宮城聡 2.3 10.0

装偵者 装偵料

幻燈部屋 中川一政 100.0 特別謝礼共

日本 と葡萄牙 (社内)

ハ ワ イ 柳瀬正夢 30.0

胡撚翻入形と鼠の王按 佐藤新一 0.4 10.0

ギャスケル夫入短鴛菓 田部重治 0.4 10.0

(計5冊)

17.5

海螺斎沿海州先占記 2.0
10.0

*15

装偵者 装槙料

50.0
地図挿絵四

葉共

源氏物語 ピ七ブ 窪田空穂 0.5 12.0

(計2冊)

17.6

東亜経済年報 昭和十七

年版
東亜経済研究会 3.5 10.0

空軍 ・空戦論 原幹二 2.3 10.0

文学的散歩 宇野浩二 2.3 10.0

蒙古の理想 米内山庸夫 2.2 10.0

装偵者 装槙料

東亜経済年報 昭和十七

年版

空軍 ・空戦論 ナシ

文学的散歩 鍋井克之 :1 1

蒙古の理想

ヂ刀閉案 中島悦次 0.3 10.0

拠ライネケ物暫 舟木重信 0.6 10.0
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(計10冊)

17.1

ペノレー征搦ω 石田外茂一 Q・7 10.0

ヘ ル マンとドρテーア 高橋健二 0.3 10.0

(計2冊)

17.2

大東亜戦争に直面して 高島正 1.0 10.0

世界の終わり 庄野満雄 3.2 10.0

蒙古草原 米内山庸夫 7.0 10.0

装偵者 装頗料

大東亜戦争に直面して 装績料不要

世界の終わり 高尾豊 30.0

蒙古草原 装偵料不要

万葉葉略解 伍ブ 森本健吉 1 10.0

意志と購 としτの置界

授編箸一巻
姉崎正治 0.5

10.0

本 代 ア リ

(計5冊)

17.3

あらすか物語 祥瑞専一 1.4 10.0

豊臣秀吉(二) 森田草平 3.3 一巻同様

運命の道 菊池武一 2.0 10.0

装偵者 装偵料

あらすか物語 正木英夫 40.0

豊臣秀吉(二) 前田青邨 不要
一巻の際全

三巻分ス ミ

運命の道 丸山金治

(計3冊)

17.4

幻燈部屋 火野葦平 2.3 12.0

日本と葡萄牙 日葡協会 0.7 10.0
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思索の道 大竹勝 1.5 10.0

装偵者 装偵料

小さな独裁者 中沢弘光 150.0

廃者の花園 坪井甚喜 正木英夫 40.0

紫匂ふ 谷口喜作 50.0

思索の道 丸山金治

(計4冊)

16・12

独逸的人間 小堀甚二 1.4 10.0

亜成層圏飛行 野村秀夫 2.0 10.0

葡 萄牙のサラザール 柳沢健 1.6 10.0

満洲経済研究年報 満鉄調査部 2.7
契約書の通

り

アメリカを支配する六十

家
和田克巳 2.3 10.0

北氷洋漂流記 米川正夫 2.3
10.0

上 巻 に 同 じ

装禎者 装領料

独逸的人間 ナシ

亜成層圏飛行 ナシ

葡萄牙のサラザール ナシ

満洲経済研究年報 ナシ

アメリカを支配する六十

家
ナシ

北氷洋漂流記
上巻 と共二

済

_^!�一"一一 一一G一 葉 下 巻 内田巌 0.5 8・0

陸奥宗光伝 渡辺幾治郎 0.7 10.0

ア7ゾ ンの厚物学者 大島侃 0.7 10.0

古事記伝 〈一〉 風巻景次郎 0.6 10.0
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16.9

ホトトギス雅詠

秋之部
高浜虚子 5.0 15.0

外科医余禄 柏熊達生 1.8 10.0

装偵者 装偵料

外科医余禄 角浩 40.0

新日本文学全集 阿倍知二 1.5 10.0

武家義理物語 守随憲治
校注料三

〇円
買切

セザンヌ伝 近藤孝太郎 0.5 10.0

ど一グル号碗魏r刃 内山賢次 0.8 10.0

万葉集略解 四 森本健吉 0.6 10.0

改坂 槻の木 窪田空穂 0・4 10.0

天才と創造 三宅賢 0.7 10.0

(計9冊)

16・10

蘭印の印象 高見順 2.4 10.0

科学の動員 宮本武之輔 2.2

五〇〇〇迄

一 ・三割
、

五〇〇〇以

上一 ・五割

装偵者 装槙料

蘭印の印象 三雲祥之助 100.0

ベ ー ハーヴェン 柿沼太郎 0.4 10.0

どづしτそんなに物語 石田外茂一 0.5 10.0

(計4冊)

16・11

小さな独裁者 石坂洋次郎 2.4 12.0

廃者の花園 海南基忠 2.2 10.0

紫匂ふ 深田久弥 2.4 10.0
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装偵者 装傾料

怒濤 佐野繁次郎 70.0

海洋文学全集 第一回第

七巻
岡鹿之助 250・0

鵜 日記御 勝俣久作 0.4 10.0

源圧物語/.六ソ 窪田空穂 0.5 12.0

修善寺物語 岡本綺堂 0.5  1

(計5冊)

16.8

豊臣秀吉 森田草平 3.3 10.0

報道戦線 馬淵逸雄 2.5 10.0

美しき地図 火野葦平 2.3 12.0

上海風語 内山完造 2.0 10.0

北氷洋漂流記ω 米川正夫 2.3 10.0

装禎者 装領料

豊臣秀吉(一)
表紙扉函

前田青邨
500・o

報道戦線
表紙扉

藤田嗣治
100.0

美しき地図
表紙扉函

中川一政
100.0

上海風語 三雲祥之助 70.0

北氷洋漂流記

(r)

表紙扉

山村一平

上下二巻

にて40・

0

轟時の最期 河竹繁俊 0・4 10.0

ど一グル号航海詔ω 内山賢次 1 10.0

福翁百話 ・百余話 富田正文 0.6
校訂料一〇

〇円

惹忘と購 としτの置界 姉崎正治 0.4 前通 り

(全9冊)
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ガ グヴァー旅行記ω 町野静雄 0.4 10.0

(計6冊)

16.6

四ヶ年計画下の独逸鉄鋼

業
竹内謙二 2.3 10.0

独逸労働戦線 と産業報国

運動
森戸辰男 1.3 10.0

虚子五百句鑑賞 明治之

部
浜中柑児 1.7 10.0

アメリカを支配する六十

家
和田克巳 2.0 10.0

東亜と世界 蝋山政道 2.3 10.0

全面和平への路 江兆銘 1.0 無

装槙者 装偵料

アメリカを支配する六十

家
菅能由為子 35.0

戦争と平和6三 ブ 梅田寛 0.9 10.0

ドイツ入の政治的経済的

齪 統一
正木一夫 0.3 10.0

ガグヴァー旅行記(F) 町野静雄 0.4 10.0

意志 と現識としτの置界 姉崎正治 0.3 10.0

働ii號軒 仲ブ 森於菟 0.5  1

蔑往事談 福地源一郎 柳田泉 0.5

ムツソリー二全集 2.0

下位氏一割

二分

他は一割

(計13冊)

16.7

怒濤 丹羽文雄 2.0 10.0

海洋文学全集 第一回第

七巻
岡本圭次郎 1.8 10.0
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(計6冊)

16.4

天使 内山敏雄 1.1 10.0

明石海人全集下 内田守 2.2 10.0

戦争指導の實際 酒井鏑次 4・0 10.0

何処へ 石坂洋次郎 2.0

一〇 〇〇〇

部一割 一

〇〇〇一部

一割二分*

13

新しき支那 横田実 2.3 10.0

戦争と自由 淡徳次郎 1.8 10.0

装偵者 装偵料

天使 今泉俊次 30.0

戦争指導の實際 菅原英??

何処へ 小穴隆一
礼 共

100.0

何処へ 挿絵 鈴木信太郎 230・0

戦争と自由 里見宗次 50.0

ユーベルヴェーク大哲学

史 古代編 仁 ノ
山本光雄 0・4 10.0

戦争と乎初 仁 ノ 梅田寛 0.8 10.0

ゴ ッケル、 とンケル.ガ

ッケ ライア
中村正 0.5 10.0

(計9冊)

16.5

眉毛眼上集 小泉丹 2.3 10.0

ある魂の生長ω 山室静 0.4 10.0

セワス みポグ戦記 上田進 0.5 10.0

牧羊神 上田悦子 0.5 8.0 *14

徳〃1家康1個 山路平四郎 0.5 . 1
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ユーベルヴェーク大哲学

史 古代編
山本光雄 0.7 10.0

Q文 学史 藤岡作太郎 0.7 謝礼

(計5冊)

16.2

幸福の家 葦田坦 1.6 10.0

ス キ ー フ ラ ンセ 松永武夫 2.3 10.0

新政治体制の原理 内田繁隆 2.5 10.0

多摩 のほ とり 吉田絃二郎 1.3 10.0

栽培植物の起源 加茂儀一 10.0 10.0

装偵者 装禎料

多摩のほとり 恩地孝四郎 50.0 前例

少女O一 レ 塩谷太郎 0.5 10.0

愛すべき一家 水上斎 0.4 10.0

鵜 日記ω 勝俣久作 0.4 10.0

徳ノ11家康1ω 山路平四郎 0.5  1

ゲ ッツ ・フォン ・ベル グ

ツとンゲン
新関良三 0.5 10.0

三つの宝 芥川比呂志 0.4 10.0

意志と現識'としての世界 姉崎正治 0.4 10.0

(計12冊)

16.3

鮨 岡本かの子 1.7 10.0

東亜経済年報 十六年版 山口高商 3.3 10.0

装領者 装偵料

鮨 岡鹿之助 70.0 *12

プー シキン誇i抄 上田進 0.5 10.0

魯瘡随筆葉ω 内田巌 0.6  1

名残の星月夜 河竹繁俊 0.3 10・0前 例

万葉葉略解 偉ノ 森本健吉 0.5 10・0前 例
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黎明の人々 大坪草二郎 1.7 10.0

装偵者 装槙料

黎明の人々 江崎孝坪 50.0

牧の方 河竹繁俊 0.5 10.0

;i嚇昔 上田悦子 0.5  1

(計4冊)

15・12

伊太利案内 柏熊達生 1.8 10.0

沈黙の戦士 小松清 2.0 10.0

兵隊について 火野葦平 2.0 12.0

魚介 林芙美子 2.0 10.0

装偵者 装偵料

兵隊について 中川一政

魚介 佐野繁次郎 70.0

滞私陣中記 小牧健夫 0.6 10.0

源 氏7%1ﾂ伍 ブ 窪田空穂 0.5 12.0

万棄葉略解 仁ノ 森本健吉 0.5 10.0

id7!…正 統 記 宮地直一 0.6 10.0

国房澄済学体系(F) 正木一夫 0.6 8.0

社会学の根本囎 堀真琴 0.3 10.0

7ン フレッド ・カ イン 岡本成膜 0.4 10.0

あるぷずラし将 吉川英治 0.7  1

(計12冊)

16.1

外科医の手記 柳田泉 2.2 10.0

明石海人全集 内田守 2.2 10.0

装偵者 装偵料

外科医の手記 谷中安規 40.0

西園寺公望 田中貢太郎 0.5  1
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入眉の美的教着「についτ 島村教次 0.4 10.0

老子の研究 巻下 武内義雄 0.4  1

サー ・aジ ヤ物語 角利一 0.3 10.0

ボオードレエル伝 斎藤磯雄 0.5 10.0

古事記伝 仁ノ 風巻景次郎 0.6 10.0

働晃経済学体系 巻± 正木一夫 0.6  1

戦争と平初 一郭 梅田寛 1 10.0

精神稗学の講理 松浦孝作 0.5 10.0

(計12冊)

15・10

深見草 岡本一平 2.7 10.0

続 ヴ ァカボン ド通信 坂井米夫 1.8 10.0

海珠鋤 中山省三郎 2・8 10.0

世界経済の現勢 満鉄調査部 2.5
???四 〇

〇部

悲 しきいのち 杉山平助 2.0 10.0

近代欧州史 巻下 菊池守 2.3 10.0

斯くて独逸は開戦 した 佐藤謙三 1.3 10.0

装偵者 装偵料

深見草 仲E日菊代 50.0

続ヴァカボンド通信 三雲祥之助 50.0

海珠鉛 立石鉄臣 50.0

=重 の誤解 江口清 0.4 10.0

哲學概説 桑木嚴翼 0.5  1

揚遺窟草 仁ノ 佐佐木信綱 0.5 買切

働ii里藩 ω 森於菟 0.6  1

(計11冊)

15・11

改訂重商主義経済学説研

究
高橋誠一郎 5.0 12.0
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15.7

旅愁 巻上 横光利一 2.0 10.0

高千穂峰 斎藤茂吉 2.5 10.0

ア ラ ビア の ロ ー レ ンス 小野忍 2.0 10.0

支那流浪記 宮崎信彦 1.7 10.0

雨ぞ降る 巻上 隅田久尾 1.3 10.0

装偵者 装偵料

旅愁(一) 佐野繁次郎 70.0

高千穂峰 小杉放庵 100.0

ア ラ ビ ア の ロ ー レ ン ス 志津国弘 30.0

支那流浪記 中山窺 50.0

雨ぞ降る 下 伊藤廉 40.0

(計5冊)

15.8

雲南四川踏査記 米内山庸夫 3.0 10.0

旅愁(二) 横光利一 2.0 10.0

支那農業経済論(匂 天野元之助 8.0 10.0

故郷失ひぬ 八住利雄 1.8 10.0

近代欧洲史 菊池守 2.5 10.0

装偵者 装偵料

旅愁(二) 佐野繁次郎 70.0

(計5冊)

15.9

十五年版朝鮮経済年報 代表 福井隆一 3.4 10.0

秋の求婚 杉木喬 1.5 10.0

装偵者 装偵料

秋の求婚 渡辺武夫 40.0

悪魔の酒2部 浜野修 0.5 10.0

逓貨講 下巻 阿野季房 0.5 10.0
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15.4

米国現代史 福田実 1.8 10.0

河童昇天 火野葦平 2.3 12.0

支那経済年報 木村増太郎 2.5 10.0

装偵者 装禎料

河童昇天 星野順一 50.0

不安の概念 伊藤郷一 0.6 10.0

(計4冊)

15.5

無雷庵雑記 有馬頼寧 2.2 10.0

銀河系統 賀川豊彦 1.6 10.0

山の英雄 葦田坦(大 江専一) 1.5 10.0

続建設戦記 上田廣 1.5 10.0

装偵者 装偵料

無雷庵雑記 加納三楽 70.0

山の英雄 宮澤茂吉 30.0

銀河系統
朝日カメラより写真拝借

謝礼
10.0

続建設戦記 無縁寺心澄 60.0

近κ文学の意味 山室静 0.4 10.0

逓貨調鰯 阿野季房 0.5 10.0

(計6冊)

15.6 *11

源氏物語 、第四鯖 窪田空穂 前同

万葉葉略解/一 ク 森本健吉 10.0

科学繍 内山賢次 10.0

アメ グカ文掌史要 中柴光泰 10.0

老子の研究ω 武内義雄 8・0

(計5冊)
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上海夜話 三雲祥之助 40.0

雨ぞ降るω 伊藤廉 40.0

月 の ある庭 久保田久一 50.0

朝鰹 狛1の美笏 中村亮平 0.6 10.0

灌 命 のヂュウF'(F) 内多精一 0.5 10.0

ルーソーと浪漫主義個 崔載瑞 0.6 10.0

自撚界におしげる入周の地

位
石田外茂一 0.4 10.0

悪魔の酒ω 浜野修 0.5 10.0

渋渤 斎 森於菟 0.6  1

巴里の憂謬 三好達治 0.3  1

宇治扮遺物語 中島悦次 0.6 一 時払

生々流転 岡本かの子 2.4 10.0

滞英四十年今昔物語 牧野義雄 2.0 10.0

世界大戦回顧録 代表内山賢次*10 2.5 10.0

装禎者 装偵料

生々流転 岡本太郎 50.0

、其角俳句案 萩原薙月 0.5 10.0

源氏物茱!-〉 窪田空穂 0.5
12・0同 前

号

お絹とその兄弟 佐藤春夫 0.5  1

、勝 海舟 山路愛山 0.5  !

教養の探究 大竹勝 0.3 10.0

啄木着震 土岐善麿 0.6  1

文芸復興 田部重治 0.5 10.0

う き草 二葉亭四迷(片 岡一)
(解 説

料)
二十五円也

(世間胸算用)(日 本永代

蔵)
守随憲治

校註料買切
一時払い

(計25冊)
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新日本文学全集 佐野繁次郎 300.0

摩命のヂュウド

ω
内多精一 0.4  /

ル ソーと浪漫主義ω 崔載瑞 0.6 10.0

ふ〃だした雪 久保田万太郎 0.5  1

告白 ・回想 土井義信 0.4 10.0

北条霞身刃 森於菟 0.5  1

幼年時代(下) 上田進 0.6 10.0

(計9冊)

15.2

原料争奪の世界戦 下位春吉 1.8 *9

人生遍路 吉田絃二郎 1.1 10.0

あさ くさの子供 長谷健 2.0 10.0

ホ トトギス雑詠選 高浜虚子 5.0 15.0

装偵者 装偵料

人生遍路 恩地孝四郎 30.0
『一人行旅』

の折 と全額

あさくさの子供 林鶴雄 70.0

簿命のヂュウド中巻 内多精一 0.4  1

ランボオの手研 祖川孝 0.3 10.0

難 期 俳毎葵 萩原幕月 0.5 10.0

(計7冊)

15.3

不動産の評価の理論と実

際
花島得二 ・ 1 10.0

上海夜話 内山完造 2.0 10.0

雨ぞ降る(匂 隅田久尾 1.3 10.0

月のある庭 平林彪吾 2.2 10.0

一 番乗 り 伊地知進 1.3 10.0

装偵者 装槙料
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綴衣 大久保さわ子 0.3 10.0

みだれ着 0.4

(計15冊)

14・11

世界の暁 満井佐吉 1.4 10.0

伽羅山荘随筆 入沢達吉 2.8 15.0

蒙古風俗誌 高山洋吉 1.5 10.0

空想 家 とシナリオ 中野重治 1.7 10.0

上海ホテル 葦田坦 大江専一 1.7 10.0

支那経済研究 梨本祐平 4.3 10.0

装偵者 装偵料

蒙古風俗誌 白山道夫 40.0

空 想家 とシナリオ 伊藤廉 60.0

上 海 ホテル 宮澤茂吉 30.0

世界の暁 吉田貫三郎 50.0

劇作法 末吉寛 0.4 10.0

源圧物語 仁ノ 窪田空穂 0.5 12.0

±海 横光利一 0.5 10.0

龍姿蛇姿 幸田露伴 0.5  1

東遊記 今泉忠義 0.5
校註料一時

払

扮遺愚草 佐佐木信綱 0.5

西康 ・西蔵踏査記 松枝茂夫岡崎俊夫共訳 10.0

(計13冊)

14・12

西康 ・西蔵踏査記 代表者岡崎俊夫 1.7 10.0

内燃機王ディーゼル 川端勇男 2.0 10.0

新日本文学全集火野葦平

集
火野葦平 1.5

装偵者 装偵料
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風物帖 伊東喜朔 50.0

火線 柿谷葦王子 25.0

無花果の家 福田豊四郎 60.0

溝生氏郷 幸田露伴 0.2  1

化粧とロ欝 川端康成 0.5 10.0

プチ ・ブ%Gジ ョア ±巻 芹沢光治良 0.6 10.0

ピノチオ 佐藤春夫 0.5  1

劇作法 末吉寛 0.5 10.0

プチプル ア巻 芹沢光治良 0.4 10.0

(計10冊)

14・10

大凶の籔 武田麟太郎 2.0 10.0

禿木随筆 平田禿木 2.0 10.0

日本、支那、欧米 金内良輔 2.0 10.0

無花果の家 間宮茂輔 1.8 10.0

装偵者 装偵料

大凶の籔 高岡徳太郎 !00

禿木随筆 鈴木信太郎 60

無花果の家 福田豊四郎 60

源氏物語/> 窪田空穂 0.5 12.0

北条霞亭 森於菟 0.5  1

ハオ マス ・マン自伝 浜野修 0.2 10.0

幼年碍窪ω 上田進 0.4 10.0

壺 の ア グヨーシャ 梅田寛 0.5 10.0

わが毒舌 石川湧 0.5 10.0

街の屍景 杉木喬 0.4 10.0

ヘン グーライクOフFの

手記
谷崎精二 0.5 10.0

ギヨオテ伝 森於菟 0.7  1
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づた日記 森於菟 0.3  1

(計12冊)

14.8

花 と兵隊 火野葦平 1.0

海人遺稿 明石海人 1.3 10.0

帰順 上田廣 1.3 10.0

牛 伊藤永之介 1.5 10.0

満ソ国境紛争史 中村敏 2.0

2000マ デ8%

2000カ ラ10

0 *8

装偵者 装偵料

花 と兵隊 中川一政
前回通
冊

帰順 無縁寺心澄
前回通

六〇一

牛 福田豊四郎 50.0

/≪aﾎひ 吉江喬松 0.5 10.0

決闘 刃 梅田寛 0.5 10.0

溺の中 宇野浩二 0.5 8.0

南蛮更紗 新村出 0.6  !

瀞生氏郷 幸田露伴 0.2  1

母への手駈 下 祖川孝 0.4 10.0

女身万葉 武田祐吉 2.2 10.0

(計12冊)

14.9

風雨帖 藤森成吉 2.3 10.0

火線 柴田賢次郎 1.6 10.0

無花果の家 間宮茂輔 1.8 10.0

四股 をふむロシヤ 長谷部照 2.0 10.0

装偵者 装偵料
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ナチス経済及経済政策 慶応義塾 伊藤岱吉 3.0 10.0

啄木研究 吉田孤羊 1.8 10.0

チロル短篇集 浜野修 1.6 10.0

東京の女性 丹羽文雄 1.7 10.0

忠烈詩集(坤) 団野宗勝 2.7 10.0

史論俳句選釈 萩原薙月 1.7 10.0

大陸巡遊吟 吉植庄亮 2.0 10.0

勝者敗者 保高徳蔵 1.6 10.0

(計18冊)

装偵者 装禎料

啄木研究 和田喬二 30.0 10.0

チロル短篇集 橋本三郎 30.0 10.0

大陸巡遊吟 酒井三良子 ナシ? 10.0

勝者敗者 関口隆嗣 50.0 10.0

14.7

自由花 杉山平助 1.8 10.0

支那共産軍の現勢 深田悠蔵 2.0 10.0

支那風土記 米内山庸夫 3.2 10.0

戦時経済に於ける物価統

制と利潤
渡辺佐平 2.2  1

支那の三人姉妹 内山俊雄 1 10.0

三人の特務兵 大江賢次 1.5 10.0

装偵者 装偵料

渦まく支那 小杉放庵 :1 1

自由花 林芙美子*7 ?

みだれ髪 与謝野晶子 0.3  1

母への手舐 祖川孝 0.4 10.0

古親 伝 風巻景次郎 0.6 10.0

マルサス穀物条傭 鈴木鴻一郎 0.3  1
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兵隊 とともに 栗林農夫 1.4 10.0

西蔵探検記 高山洋吉 1.6 10.0

加藤清正 張赫宙 1.8 10.0

対支文化工作草案 宇田尚 2.8 10.0

建設戦記 上田廣 1.0 10.0

津軽の野づら 深田久弥 1.2 10.0

(計7冊)

14.5

愛国者 内山俊雄 1.0 10.0

海南島記 火野葦平 1

ラグーザ玉自叙伝 木村毅 2.5 10.0

戦場の乙女 本間立也 1.8 10.0

愛情の陰 芹沢光治良 1.7 10.0

文化と屍二と 丸山誠次 0.6  1

ふるさと紹行 竹越和夫 0.5  1

岸田国士 第六回 双面

神
岸田国士

並1・5

特2・5

(計8冊)

14.6

決闘ω 梅田寛 0.5 10.0

支那游記 芥川竜之介 0.4 10.0

俳齢 葱汐隔締 高濱虚子 0.5  1

牧水鰭 歌謡棄 若山牧水 0.5  1

礎擬 勉七箒 横光利一 0.4 10.0

天増有情 土井晩翠 0.5 10.0

芸術の限界 その勉 佐藤正彰 0.2 10.0

智慧の宏しみ 八杉貞利 0.3 10.0

翻 豊永喜之 0.3 10.0

愛弟遍信 国木田独歩 0.4 ナ シ
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追撃 伊地知進 1.7 10.0

続若い人 石坂洋次郎 1.0

五万迄一割

二分五万以

上一割五分

後方の土 立野信之 1.5 10.0

回教事1青ニ ノー 外ム省調査部 0.5 前回通リ

ヴァガボン ド通信 坂井米夫 2.0 10.0

支那経済年報 十四年版 山口高商 3.7 10.0

白描 明石海人 1.4 10.0

ブッデンブ々オク家の

入々三
吉良良吉訳 0.4  1

盤と姓格 ± 村上啓夫訳 0.45  1

死の勝矧± 原田謙次訳 0.5  1

方らが春 ・一茶文棄 萩原井泉水校訂 0.5 7.0

(計11冊)

14.3

古き支那新しき支那 村上知行 1.6 10.0

先遣隊 徳永直 1.5 10.0

朝鮮経済年報 十四年版
全国経済調査機関聯合会

朝鮮支部
3.0 10.0

再組織された英国の経済 市村今朝蔵 2.8 10.0

荒鷲の母の日記 浜野修訳 1.6 10.0

姑娘の父母 清水安三 1.3 10.0

満洲移住読本 三浦悦郎 0.5 10.0

カムチヤツカ紹行 中垣虎児郎訳 0.5  1

世界文学第一巻アンクル

トムスケビン
和気律次郎訳 1 6.0

(計9冊)

14.4

英国は没落する 大江専一 1.0 10.0
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土と兵隊 火野葦平 0.6 *6

忠烈詩集 団野宗勝 一五〇部

(計10冊)

13・12

俳句日記 高木蒼悟編 1.2 (一〇〇円)

日本歴史人名辞典 日置昌一編 12.0 (前例)

東亜聯盟論 宮崎正義 1.5 10.0

支那事変歌集 戦地篇 日本歌人協会 2.8

回想記 高田保馬 1.5 10.0

積雪 滝井孝作 1.8 10.0

戦時日本貿易論 木村増太郎 2.2 10.0

岸田国士長篇小説集全八

巻
各1・5 10.0

巴里の胃袋 ± 武林無想庵訳 0.5  1

(計9冊)

14.1

満洲経済研究年報 十三

年版
満鉄 2.5 六〇〇部

改訂普及版 若い人 石坂洋次郎 1.0

五万 迄一割

二'～ 五万

以 上 一 割

五'～

巴里の胃袋 下 武林無想庵訳 0.4  1

冬の日 萩原井泉水 0.3  1

石ノ11啄木 金田一京助 0.5  1

社会学ス戸ヲ 本田喜代治 牧野巽訳 0.5  1

ブッデンプロオク家の

入々三
吉良良吉訳 0.4 8.0

盤と牲格 」= 村上啓夫訳 0.45 8・0

(計8冊)

14.2
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歌集黒松 若山喜志子 2.7 10.0

麦と兵隊 火野葦平 1.0  /

母親 岡崎俊夫訳 1.3 10.0

中華万華鏡 井上紅梅 1.8 10.0

フア どアン 」L 小松太郎訳 0.45  1

平賀元義歌集 半田良平 0.6  1

六号室 ・接吻 梅田寛訳 0.45  1

払晒 家庭董話葉 第四

巻
長松英一訳 0.6  1

(計8冊)

13・!0

鴬 伊藤永之介 1.8 10.0

悲恋の為恭 藤森成吉 2.0 10.0

馬仲英の逃亡 小野忍訳 1.3 10.0

蒙古大観 善隣協会 7.0 10.0

ルテツィア 第一部 土井義信訳 0.55  1

Oシ ア文学講話 ± 伊藤整訳 0.5 8・0

ライン牧囎 浦上后三郎訳 0.4  /

フアどアン ア 小松太郎訳 0.3  1

で計8捌

13・--

黄塵 上田広 1.0 10.0

一人 行 く旅 吉田絃二郎 1.0 10.0

邊城 松枝茂夫訳 1.3 10.0

回教事清 第一巻第三号 0.5 一～ ○部

キ リス ト 賀川豊彦 1.8 10.0

短歌作法 窪田空穂 0.6 7.0

2分 編 江沢譲爾訳 0.4  1

新生支那経営論 梨本祐平 1.6 10.0
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新怪談全集実話篇 田中貢太郎 1.7 10.0

周 倉天ンδ・伝 清見陸郎 0.5  /

紅玉`ル ど一ノ 石中象治訳 0.25  1

現κ男 梅田寛訳 0.5  1

断鴻零雁琵1 飯塚朗訳 0.4  1

不用スの一生 上脇進訳 0.6 8・0

新編石川啄木全集 1.3 *5

(計11冊)

13.7

私の昆虫記 林芙美子 1.1 10.0

新怪談集(物 語篇) 田中貢太郎 1.7 10.0

満洲帝国協和会指導要綱

案
山口重次 0.8 無 し

上海漫語 内山完造 1.5 10.0

上海の嵐 代表新庄嘉章訳 1.3 10.0

支那歴史研究法 小長谷達吉訳 3.5  1

(計6冊)

13.8

ホ ト トギス雑詠選集(春

の部)
高浜虚子 5.0 15.0

バック 支那の農業 代表 仙波泰雄 6.5 10.0

長江上流の若者 本間立也訳 1.3 10.0

蒙古風土記 米内山庸夫 2.7 10.0

回教事晴 一ノニ 外務省調査部 0.5
契約書通

前例

」美しき青春1 植村敏夫訳 0.45  !

屍物階 佐藤新一訳 0.5 8.0

ペルシヤ入の手舐 斎田礼門訳 0.6  1

(計8冊)

13.9
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(計7冊)

13.4

釣の本 佐藤垢石 2.5 10.0

国際読本 ドイツ 外務省情報部 0.5

フラ ンス スペイン 同上 0.5

ソ ヴ ィ エ ト 同上 0.5

南太平洋 同上 0.5

続支那漫談 村松梢風 1.6 10.0

川端康成選集 全七冊 1.5 10.0

ニーチs芸 ㈱ 抄 仁 ク 井汲越次 0.4  1

戦時経才講座 検印
三千五百従

前ノ通リ

(計9冊)

13.5

支那と支那人と日本 杉山平助 2.2 10.0

揚子江 須川博子訳 1.3 10.0

第三代 小田獄夫訳 1.3 10.0

回教事1青1/1 外務省調査部 0.5 壱00部 贈呈

ザランボ ーた 神部孝訳 0.45  1

サランボ ア 同上 0.4  1

ニ ー チエ伝 中 野上巖訳 0.4  1

誘惑者の日記 神保光太郎訳 0.5  1

ミルゴρド 平井肇訳 0・4  1

(計9冊)

13.6

回教事1青 外ム省 0.5 壱百部贈呈

不動産の評価の理論 と実

際
花島得二 6.0 10.0 *3

人物わしが国さ 伊藤金次郎訳 2.5 10.0

周作人随筆集 松枝茂夫訳 2.3 1.2  *4
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『改造社印税率の記録』翻刻

凡例

*以 下 は、『改造社印税率の記録』の翻刻である。ただ し、厳密な翻刻が 目的ではな く、

 印税率 を中心 とした正確な情報の提示 を目的 としたため、明 らかに誤 りであると判明

 した固有名(書 誌名、人名等)は 適宜正 しく改 めた。

*ま た、見易 さを優先 し、本欄 を縦書 きか ら横書 きに、印税率の表記 を漢数字表記か ら

 算 用数字表記に改めた(例 、「一割」→ 「10・0」)。但 し、欄外の書き込 み等は、原則

 原本 に即 して表記 した。

*改 造文庫であると判明 した ものは、書名を 「太字」かつ 「斜体」にした。

日付 書  名 著 者 名 定価(円) 印税率(%)

13.2

国民経才学大系 10.0

北伐  1

支那読本

伊太利読本

中南米読本

可愛い女 8・0

スピノザ  /

ニーチエ伝  1

ヂ キル博士 とハイ ド氏 8・0

(計9冊)

13.3

第一夫人 本間立也訳 1.2  1

短歌年鑑 柳田新太郎 3.0 10.0

満州読本 外務省情報部 *1

英吉利読本 同上 *1

亜米利加読本 同上 *1

法律哲学要綱r刃 田村実  1

江戸城明渡 藤森成吉 2.2 10.0
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